
 

 

進化＝羽化する日 

 

 

 

 

 

と、言うわけで、今回は４年前に飼っていた「蚕」の話をしようと思います。 

家庭科で扱う繊維の勉強になれば、と被服教室で飼い始めた蚕たち。今の時代は新鮮な桑の葉を毎 

日採りに行く必要もなく、便利な人工飼料を食べさせての飼育。点のようだった幼虫が白チョーク

ほどに成長し、３０匹ほどが約一か月で順調に繭になりました。「めでたし、めでたし。」・・・・・。

と、思いきや、数日ほど目を離したすきに、数匹がなんと蚕蛾に（ガ）に羽化しているのを発

見！！！！慌てて別の箱に移動させた時にはすでに遅し。蚕の第二世代の飼育をすることになって

しまったのでした。その数、千匹以上！！成長とともに飼育箱の数も増え、毎日のお世話もけっこう

大変になり、お世話の途中で呼び出された時には、手に蚕を乗せたままうろうろすることも。「虫が

嫌いです。」と言われれば、ガラスに紙を貼って見えなくし、「飼っていいものとダメなものがありま

す。」と、部活の生徒に指摘され、「まあ、誕生してしまったんだよね。」と言い訳をし、ひたすら毎

日の飼育に忙殺される日々。でも、中には、朝から蚕の様子を見に来てくれる生徒や、餌をあげてく

れる生徒や、手のひらにのせてコミュニケーション（？）をとってくれる生徒もいて、大きな励みと

なりました。とは言え、季節は秋。北海道特有の急に長袖が恋しくなる９月となり、気温の下がった

被服室では、蚕たちの成長がゆっくりになり始めました。２か月が過ぎようというのに、繭になろう

とする気配を見せない蚕多数。飼育に忙殺される日はいつまでも終わらず。お湯を入れたペットボ

トルを置いてみたり、飼育スペースを毛布で覆ってみたりしても効果は上がらず。結局、寒さで弱っ

て死んでしまう蚕が出始めて、思い切って自宅へと連れ帰ることにしたのでした。ちなみに、我が家

には猫が二匹います。猫たちの目の前で、蚕１００匹を登場させてみたところ、耳を寝かせて目はま

ん丸、斜めにのけぞって最大の警戒モードに。２、３回の猫パンチ未遂事件はあったものの、食べる

事もなく、新たな家族を見守ること一週間。居心地の良い室内で、蚕はようやく繭になり始めまし

た。飼育から解放されほっとする一方で、何とも言えない寂しさも。最後の一匹は特に手厚くお世話

をしましたが、飼育箱から忽然と姿を消してしまう騒ぎに。家族があちこち探し回り、夜になって発

見された時には、すでにまゆを作り始めたところ。つまり、蚕の飼育は唐突に終了したのでした。 

なんともあっけなく。 

 

  

 

 
北海道旭川永嶺高等学校 第１年次通信 

銀嶺
ぎ ん れ い

の風  
2019 年 7 月 18 日 

文責：横野 泉  

大雪山 
Asahidake 

NO.14 

一年の 3 分の 1 が過ぎました。この間に、宿泊研修、永嶺ウォーク、そして学校祭、と、行事が続 

き、そのたびに悩んだり立ち止まったり、後ろに戻ったり・・・と、いろいろあったと思います。自 

分自身の中で何かが変わり「やるべきことが見つかった！」と思える人は、高校生活のスタートはき 

っとうまくいったのだと思います。自分の進化はまだまだこれからだ、と思っている人は、夏休みと 

いう節目を機に、自分がイメージし目標としてきた高校生になるために、何かを始めてみよう。 

きっと、進化＝脱皮（？）＝羽化（◎）・・・する日も近い。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

                

   

 

７/２２（月） 特別進学講習③ 

７/２４（火） 特別進学講習④ 

７/２６（金） 夏季休業前全校集会 

７/２７（土） 夏季講習 ①～⑤ 

～７/３１（水）  

来 
週 
の 
予 
定 

当時、被服室の前には、蚕の成 

長の様子を紹介する飼育日誌を 

貼りだしてしました。その最後 

の一枚に書いたことを、載せた 

いと思います。 

さて、これから進化＝脱皮＝羽化する人たちへ 

夏休みの過ごし方によって、その後の進化（成長）が決まる！ 

何も考えずにボーっと生きていても、誰も困らないかもしれないが、 

未来の自分が困るかも！ 

また、普段はできないことでリフレッシュすることも大事！ 

さあ、あなたは、この夏休みをどんなふうに過ごしてみますか？ 

追記 

そもそも、なぜ蚕のことを書こうと思ったのか。それは、 

２８０人の一年生が様々な場面でガヤガヤゴメゴメ･･･ 

と、いつも何かに一生懸命になっている様子から連想した 

からかもしれません。または、一年生たちを育てている気持 

ちと、蚕を育てていた気持ちがオーバーラップしたのかも（？） 

あしからず・・・。 


